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　提言（平成 11 年 12 月）から 15 年ほど経過した現在，高大連携は全国的に普及している。
例えば，高大連携事業の一つである「大学の科目等履修生や公開講座などの制度」の活用
状況では，提言当時 15 校であったが平成 18 年度には 991 校となっている。さらに，「大












































































































































　大学 3年生を対象に募集をおこない，大学内で 9時間，高校側で 15 時間の計 24 時間の

























　図 1はプログラムの企画運営の流れを表している。例年 11 月頃より打ち合わせをおこ
ない企画つくりに入る。特にステップ３と４については作成→修正を繰り返して企画内容
の充実を図るようにしている。
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表 2　これまで実施した主な企画内容（2008 年度～ 2012 年度）
増田　敦・須田　心作
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基礎的な力」を発表した８）。それは 3つの能力と 12 の能力要素からなっている（図 2参照）。
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